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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 皮膚科･･･[臨時継続]

木村　忠史様～掻痒感の訴えあり、タベジール　2T　2×朝・夕　7日分

　　　　　　　八森　正様～掻痒感の訴えあり、タベジール　3T　3×毎食後　7日分

　　　　　　　春本　司郎様～掻痒感の訴えあり、タベジール　2T　2×朝・夕　ネオファーゲンC　3T　3×毎食後　7日分

　　　　　　[新規]

　　　　　　　木村　義重様～両足　白癬　ケルガー　1T　1×朝　以後定期

　　　　　　※ラップ保護の患者様は入浴後確実に実施して下さい。

　　　　　　　中島　純子様は、足裏はケルガークリーム、足背はデルモゾールＧ軟膏を塗布してください。

＜患者様連絡事項＞

· 中島　純子様～5/21（木）より他科薬のプラノバール配合錠　1×朝食後　服用開始と　　　　　　　なります。

· 新井　圭次様～以前パンを詰まらせたことから食事形態が「パン禁」となっていました

が、本人の理解が得られず、説明にもパンを食べようとする為「禁」は解除となっています。

摂取状況ですが、パンに限らず一度に口にする量が多く、介入にもやめることが出来ずにいます。口に含んだ状態で水分摂取される為、後半には飲み物が無くなっている状態です。

上記経過からケアプラン変更。以下の通りです。

　　問題･･･窒息あり

　　Ｏ－1　食事摂取状況の観察

2 咀嚼・嚥下状況の観察

　　　　　　　　　　Ｔ－1　スタッフ1名付き食事摂取状況の観察をする

　　　　　　　　　　　　2　毎週火曜日はパン食でありエンシュアを持っていき確実に飲み込んだか確認する

· 中川原　義雄様～本日１4:00家族面談実施しています。御家族は外泊を繰り返し退院へ

と繋げていきたい、外泊の様子を見て退院可能かどうか判断していきたいとのこと。

急遽、面談後15:00～5/22（金）11:30まで、3泊4日の外泊へ行かれています。帰院後、外泊中の様子をご家族へ伺い、その後本人の精神症状の観察を行っていきましょう。

· 加賀谷　芙美子様～以前より、両手の痺れを訴えており、本日14:00、頭部ＣＴ検査施　　　　　　　　　行しています。

· 野々宮　正博様～本日9:00～17:00で外出に行かれています。アルコールプログラムで

は、本日午後再スタートの予定でしたが、不在の為明日午前実施となります。

本人とご家族より退院後の不安がある為、退院を伸ばしたいと話しあり。看護側としては、本人へ提供していくことは何も無く、入院の必要性が感じられない為、予定通りの退院で進めていくことと判断。主治医へ情報提供したところ、退院は延ばさず予定通りで勧める方向であり、本人へ伝えて下さいとのこと。退院予定日：5/30（土）

外出より戻られた際、上記意向を伝えています。その際退院後の不安が聞かれていたとのこと。

· 市川　真紀子様～本日14:00ハロマンス（100）1A（右大臀部）筋肉注射施行しています。

· 田中　ミサオ様～目のかすみの訴えあり、サンコバ点眼薬臨時処方となっています。

· 江刺家　陽輝様～本日14:00インフルエンザテスト実施、陰性でした。引き続き、感冒　　　　　　　　症状の観察を行っていきましょう。

· 中森　みや子様～5/22（金）外出予定となっています。その際2万円準備したいとのこ

と。医事Ｔへは連絡済みです。外出時忘れず持参するようお願いします。

· 大湯　輔様～奥様より請求書が欲しいと希望あり、医事Ｔへ伝えています。当院は請求

書は届けない事になっており、電話で確認し支払いに来て頂く形をとっているが、希望があれば届けるとのこと。面会時情報提供して下さい。

高額医療制度について、本日面会時、山田PSWより御家族へ説明しています。

· 根城　大様～5/23（土）11：00～5/24（日）17：00までの外泊訓練が主治医より許可と　　　　　　なっています。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

Ａユニット
根城　大様が、母様に（しつこい位に）愚痴を言われた時の対処方法についてロールプレイを行っています。

「以前、母の愚痴にピキッときれて“もう食わねえ”とコンビニでビールを買って飲んじゃった」

「ブラックアウトしてて何でビキッときれたか覚えていない」と話している。

西村　孝幸様はロールプレイは行わなかったが適切なアドバイスをしています。

根城様が「ＳＳＴは自分に必要な練習が出来るからいい。楽しい。」とも話している。

ＳＳＴ実施後外泊訓練がある為、ロールプレイを参考に実施してみるよう伝えている。

次回は西村様ロールプレイ予定。

Ａグループ

全体的に落ち着いて行っています。目標の振り返りも出来ています。袴田　将志様はＳＳＴ終了前に退室しようとしている為、介入しています。

Ｂグループ
　発言率あり、穏やかな雰囲気の中進行しています。坂本　のり子様がトイレにこもる事あり、遅れて参加しています。目標は全員答える事出来ています。

Ｃグループ
　何名か目標を覚えておらず、振り返りを行っています。川村　敏也様が参加拒否無く、落ち着いて参加することでき、評価しています。

Ｄグループ
　話し掛け・持続のタイミングについて練習し、目標に沿ったロールプレイを行って頂いています。

Ｅグループ
　全体的に静かではありますが、ロールプレイではそれぞれはっきりとした口調で行う事でき、評価しています。

※カンファレンスのＳＳＴ評価・検討は、実施内容を読むだけでは終らずに、実施中などに困った事等をあげていく事や、次に繋がるような勧め方をし、記録に残していくようにしていきましょう。

